
令和 2 年度第 9 回 

関東学生ホッケー連盟役員会 

議事録 

期日：2021 年 1 月 20 日（水） 

時間：19 時 00 分〜20 時 15 分 

会場：オンライン会議にて実施 

出席者：一川邦彦、寺本祐治（以上副会長）、久我晃広（理事長）、萬納宏俊、成田健一（以上副理事長）、

宮澤哲郎（事務局長）、臼井伸一、桑原一矢、西澤英一郎、三澤孝康、栗原崇、下平歩、大野陽介、高田

良太、近藤聡史、菅野芳哉（以上常任理事） 

森翔平（学連委員長）、松田和真（広報委員長）、飯塚美里（財務委員長）、山本真央（書記）、池田拓巳、

井上稚比呂、石田紗英、小林翼（学連委員） 

  

古屋会長が欠席のため、一川副委員長が代行して開催を宣言。 

 

【審議事項（2/20 総会議案についての審議ほか）】 

1. 令和 2 年度事業実施報告（含むインカレ事業報告） 

・森学連委員長より、令和 2 年度関東学生ホッケー連盟の事業報告があり、内容について承認した。 

2. 令和 3 年度事業実施計画案 

・池田学連委員（次期学連委員長）より、令和 3 年度関東学生ホッケー連盟の事業計画(案)の報告があ

り、審議を行った。 

・現時点では昨年度と同様、今年度もホッケークリニックは実施しない方向であることが確認された。 

・久我理事長より、コンプライアンスセミナーの日程については新入生が入部した頃の開催へと変更

するよう指示があった。 

・現状の各チームの喫緊の課題として（特に 2 部・3 部チームの）新入部員確保がある。関東学連とし

ても、支援策を具体化すべく、計画に織り込むべきとの意見があり、引き続き検討することとした。 

3. 令和 2 年度決算報告（含むインカレ決算報告） 

・飯塚財務委員長より、令和 2 年度決算 (含むインカレ決算) 報告があり、内容について承認した。 

4. 令和 3 年度予算案  

・飯塚財務委員長より、令和 3 年度予算案の報告があり、審議を行い、承認した。 

・なお新入部員確保の支援費用については、予算計上する方針を確認した。 

5. 令和 3 年度専門委員会構成員案 

・池田副学連委員（次期学連委員長）より令和 3 年度関東学生ホッケー連盟委員会構成員(案)の報告

があり、審議を行い、承認した。 

・未定の箇所は副学連委員がまだ決まっていない大学では、決まり次第追加されることが確認された。 

6. 令和 3 年度関東学生ホッケー連盟総会開催について  

・池田副学連委員（次期学連委員長）より、令和 2 年度関東学生ホッケー連盟総会開催についての報

告があった。日時は令和 3 年 2 月 20 日(土) 19 時開会 オンラインにて実施する旨の報告があり、承

認した。 



  ・来年度は新入部員確保が課題になるとの意見が多く挙げられた。関東学連としての支援策として

新歓の援助金を出すことや、試合のライブ中継の実施などが挙げられた。 

具体案については広報普及委員会を中心に継続協議とした。 

７．春季関東学生リーグについて 

・通常であれば、この時期に春季関東学生リーグ実施要項について審議を行うが、現下の緊急事態宣

言発出の状況では、使用できるグラウンドも確保できず、改めて審議を行うこととした。 

・一部のチームから部員不足に伴うオープン参加条件について、池田次期委員長に照会が来ており、

オープン参加の条件について確認を行った。 

  ・西澤常任理事より、試合成立には試合開始時に 9 名以上のプレイヤーがフィールドにいること。

オープン参加の場合でも、プレイヤー全員が日本ホッケー協会に登録されていることが条件、との

説明があった。 

  ・来年度は 1 部のチームでもオープン参加になる可能性があり、その場合の具体的な対応は、競技

委員会で協議することが確認された。 

  ・臼井常任理事より、東海大学女子の部員が試合する機会がなく、そのようなチームが試合をできる

機会などを検討してほしいとの意見があった。 

 

【報告/連絡事項】 

１．令和 2 年・3 年度引き継ぎ会議実施報告 

・森学連委員長より、令和 2・3 年度引き継ぎ会議実施報告があった。 

２．2020/12/11 日学連役員会報告 

   ・久我理事長より、2020 年度第 9 回日本学生ホッケー連盟役員会の報告があった。 

 

 

以上 

（押印略） 

 

関東学生ホッケー連盟副会長  一川邦彦 

 

関東学生ホッケー連盟理事長  久我晃広 

 

関東学生ホッケー連盟学連委員長 森翔平 

 


